
令和４年度
一般会計当初予算

～４つの重点施策～

１．安全安心なまちづくり

２．健康で快適な市民生活の実現

３．少子化人口減少対策

４．活力ある産業づくり

空があるまち
常陸太田

With



Ⅰ 感染症対策 １億５，２３２万２千円

（１）新型コロナワクチン接種事業 １億５，２３２万２千円

・３回目となる追加接種及び未接種の方への１・２回目接種並びに小児への接種が円滑に実施できるよう接種体制を整える。

Ⅱ 災害危険区域の解消 １億３，３５６万３千円

（１）急傾斜地・道路法面対策事業 ５，６１９万円

・土砂災害や法面崩落を防止するため、急傾斜地及び道路法面を

強化。

（２）河川維持及び内水対策事業 ７，７３７万３千円

・近年の集中豪雨等による想定外の災害に備え，河川を適正に維持管
理するとともに，内水被害を未然に防止する。

１．安全安心なまちづくり 予算額２０億４，１１０万７千円※

※ ⅠからⅣ以外のその他

の事業予算を含む。

１



（１）市道補修改良事業 １１億２，４１１万７千円

・通勤，通学時の安全確保や市民生活道路の向上を図るため，市道の
補修改良を計画的に実施。

（２）市道０１３９号線整備事業 ２億８，３９７万７千円

・通勤や緊急時の対応に重要な路線として整備。

Ⅲ 市道の計画的な改修 １４億８０９万４千円

Ⅳ 交通手段の確保 ３億２，９７６万６千円

（１）次世代技術（自動運転車両）導入のための実証実験
（２）民間路線バスの維持確保や予約型乗合タクシーの運行
（３）高齢者バス利用促進助成、通学定期券助成 など

・路線バス等の利用状況を分析し，地域の特性や市民ニーズを反映した持続可能な交通体系を構築。

２



Ⅰ 健康寿命の延伸 １億７９９万６千円

（１）健康づくりに関する普及啓発・健康寿命延伸事業 ２，４７６万３千円（介護保険特別会計の介護予防事業を含む）
（２）健診・検診事業の実施・がん検診の一部無料化 ７，８３２万６千円
（３）市民体力づくり事業 ４９０万７千円

・加齢に伴う筋力や免疫力低下など高齢者の特性に応じ，医療専門職による相談や指導を実施することにより，生活習慣病の重症化予防や心身機能の維持を図る。

・生活習慣予防検診や各種がん検診を実施し，生活習慣病の事前予防及び早期発見を図る。また，気軽に参加できるスポーツイベントを開催し，参加することで健
康維持に資する。

運動広場や施設の充実

・市スポーツ推進計画に基づき，市のスポーツ活動の拠点として，新体育館建設をメインに山吹運動公園を整備するとともに，各運動施設をリ
ニューアルする。

Ⅱ 運動広場や施設の充実 ２億８７０万８千円

２.健康で快適な市民生活の実現予算額３億４，８０１万３千円※

※ Ⅰ及びⅡ以外のその他

の事業予算を含む。

３
新体育館の外観イメージ 新体育館アリーナのイメージ

医療専門職による相談や指導風景



Ⅰ ニーズに合った子育て環境の整備 ６億３，７２５万５千円

（１）結婚推進事業 １，７３３万１千円
（２）妊娠・出産，子育て支援事業 ５億５，７９４万５千円

・結婚から妊娠、出産まで切れ目のない子育て世帯への負担軽減等の支援を引き続き実施。
・子育て世代包括支援センター「ここキララ」や子育て支援施設「じょうづるはうす」におけるニーズに合った支援の展開。
・各種広報媒体等を活用し，効果的かつ戦略的な常陸太田市の魅力を発信。

Ⅱ 働く場の確保と買い物環境の整備 ５億９，３３４万４千円

（１）東部地区土地区画整理，商業施設等誘致事業 ５億７，８６０万１千円
（２）工業団地，学校跡地等への企業誘致事業 ２８７万７千円
（３）市内就業機会創出事業 １，１８６万６千円

・安心して働くことができる環境整備として，東部地区土地区画整理事業地等への企業誘致に積極的に取り組む。
・魅力あふれるまちを創造するため，買い物環境を整える。

３.少子化人口減少対策 予算額１２億７，４８２万７千円※

※ Ⅰ及びⅡ以外のその他

の事業予算を含む。

４

「ここキララ」の外観 「じょうづるはうす」の外観 子育て相談風景

東部地区の全体イメージ 東部地区における官民連携施設のイメージ



Ⅰ 地域振興担い手支援 ８，９８８万９千円

（１）農林畜産業の担い手支援の実施 ３，０２８万９千円
（２）地域の担い手である商工事業者等への支援の実施 ５，９６０万円

・次世代を担う若者農業者や農業法人と連携し，地域おこし協力隊を活用しながら，新たな担い手づくりや事業継承を進める。
・市内企業が実施する販路拡大や経営革新等の取り組みを支援し，競争力強化及び地域産業の活性化を図る。

Ⅱ 農林畜産業の振興 ２億５，８４０万３千円

（１）耕作放棄地の再生，鳥獣対策，森林整備等への補助の実施 ２億４，２１７万５千円
（２）農作物等の高品質化等への支援の実施 １，６２２万８千円

・地域の特性を生かした農作物の高品質化，６次産業化等への支援の実施。
・国・県の各種補助制度を活用しながら，農林畜産業の振興と農村環境の保全を図る。

４.活力ある産業づくり 予算額３億９，９９１万７千円

５



Ⅲ 交流人口の拡大 ５，１６２万５千円

（１）観光キャンペーンや情報発信による誘客促進等 ７３１万３千円
（２）旅行券の発行，バス会社等への支援 ４，２４４万２千円
（３）歴史や文化施設の保存，整備，公開 １８７万円

・アウトドアやアクティビティに適した観光資源を内外へ広くＰＲ。
・コロナ後の交流人口増を見据え，旅行券の発行やバス会社等への支援を継続。
・歴史や文化遺産を保存・整備し，アイデンティティーの向上と新たな誘客を図る。

６



４つの重点施策を推進させるために

（例）

を1

◆重点施策を効果的に推進させるために，組織横断的な取り組み（政策パッケージ）を行う。

◆各重点施策においても同様に，組織横断的な取り組み（政策パッケージ）を実施。

パッケージ① 災害に強いまちづくり

７

【建設課】

災害危険区域の解
消

【建設課】

市道の計画的な改
修

【防災対策課等】

災害対策本部機能
強化

【社会福祉課】

避難行動要支援者名
簿作成

【防災対策課】

自主防災組織育成及
び避難体制整備

【防災対策課】

原子力広域避難計
画の策定



カーボンニュートラルとデジタル化の推進

◆地球温暖化対策を講じると同時にポストコロナの持続的な成長基盤を作るため，市全体
でカーボンニュートラルを推進し，グリーン社会の実現を目指します。

◆市全体で先進的なデジタル技術を活用し，行政サービスや業務を見直すＤＸ（デジタル・ト
ランスフォーメーション）を推進し，市民の利便性向上及び業務の効率化を目指します。

８

１．カーボンニュートラル推進事業 １億１，７２１万６千円

（１）CO2排出削減対策

①自動運転EVバス導入実証事業

②省エネ機器設置補助事業

③クリーンエネルギー自動車等購入補助事業

④カーボンニュートラル啓発事業

他 ６事業

４，５１９万５千円

１，７８６万４千円

６４０万円

１００万円

（２）CO2吸収量増加対策

①市有林整備事業

②高性能林業機械導入補助事業

③木造住宅等建築助成事業

他 ３事業

１，２６７万７千円

１，０００万円

６００万円

２．デジタル化推進事業 ６億９２４万２千円

（１）防災行政無線のデジタル化

（２）公共交通次世代技術導入事業

（３）窓口のキャッシュレス化

（４）空家等情報のデータベース化

４億３，５３６万９千円

５，５００万６千円

２，４５９万４千円

８１４万円

（５）デジタルデバイド対策事業

（６）図書館デジタル化推進事業

（７）行政情報アプリ導入事業

他 ２１事業

７４０万７千円

６０５万７千円

２９０万４千円


